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１．はじめに
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中尾らは 2012 年、2013 年の履修者に対して「ディベートの参加満足度」および「ディ
ベートの受けとめ方」について調査を実施した。ディベートの参加満足度の回答結果は以下
の通りである。2012 年は大満足が 21%、満足が 71%、やや不満が７%、無記入が１%であっ
た。2013 年は大満足が 14%、満足が 66%、やや不満が 17%、不満が３%であった。2012 年よ
り 2013 年のほうが参加満足度は若干低いが、その理由として準備時間を講義時間内に設け
なかったためであるとしている。逆に、2012 年は講義時間内に 70 分準備したことが満足度
に寄与したとしている。なお、2012、2013 年の参加満足度は p＝0.045 と有意な差がみられ
た。また、ディベートの受けとめ方についても、2012 年のほうが 13 年と比較して好意的に
受けとめられた。例えば、「講義へ取り入れたほうがよい」では 2012 年は 97% が「強くそ
う思う」または「そう思う」と回答した一方、2013 年は 87% であった。「また参加したい」
では 2012 年は 96% が「強くそう思う」または「そう思う」と回答した一方、2013 年は 84%
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